基本作業－417　バルブの中間開度での使用に注意
ゲート弁（仕切弁）のようにON－OFFを使用目的として設計されたバルブを長時間にわたって、早い流速のプロセス系で使用すると、弁体と弁座が互いにぶつかりあい、それぞれのシート面に傷がつき、全閉時に完全シールができなくなる。又、プロセスによっては流体の中に微粒子が混った系や、高温の蒸気圧の系では過流によるエロージョンの発生が考えられる。
その他にも、計器用空気弁がCSO弁となった元のトラブルもある

【事　例】

装置がスターとアップ準備作業中、計器用Air－ラインのフラッシングを行う為、動力側でスタートアップ装置向け元弁を少し開けた。
装置側はフラッシング後引続きスタートアップに入ったが、動力側元弁が少ししか開いていなかったため、使用計器台数が増加と共に、エアー圧が低下し、装置緊急停止となった。
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